
特集「熱中症対策」………………… Ｐ２・Ｐ３

営農情報……………………………………… Ｐ４

金融課よりお知らせ………………………… Ｐ５

スイカ査定会を開催………………………… Ｐ６

森田知事へスイカを贈る…………………… Ｐ７

Contents

JA富里市

東美の里 2011／No.381

６月号

JAと地域の人々をむすぶ広報誌



平成23年6月15日第  381  号 東 美 の 里

●�   URL:www.ja-tomisato.or.jp



１
　
熱
中
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

私
た
ち
の
体
に
は
、
気
温
が
変
化
し
て
も

体
温
を
一
定
に
保
と
う
と
す
る
仕
組
み
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

暑
く
な
っ
て
体
温
が
上
が
り
始
め
る
と
、

皮
膚
の
血
流
量
を
増
や
し
て
皮
膚
か
ら
熱
を

逃
が
し
た
り
、
汗
を
多
く
か
い
て
、
そ
の
汗

が
蒸
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
熱
を
逃
が
し
た

り
し
て
、
体
温
を
下
げ
ま
す
。　

と
こ
ろ
が
、

長
時
間
暑
さ
に
さ
ら
さ
れ
て
大
量
の
汗
を
か

く
と
、
水
分
や
塩
分
が
不
足
し
て
脱
水
状
態

に
な
り
、
体
内
の
熱
を
う
ま
く
外
に
逃
が
せ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
、
体
に

熱
が
こ
も
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
変
調
を

来
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
「
熱
中
症
」
で
す
。

　

「
熱
中
症
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

現
れ
ま
す
。

　

症
状
の
軽
重
か
ら
、
次
の
よ
う
に
大
き
く

三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
軽
症
（
Ⅰ
度
）
…
目
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、

筋
肉
の
こ
わ
ば
り
、
こ
む
ら
返
り
な
ど
。

●
中
等
症
（
Ⅱ
度
）
…
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔

吐
（
お
う
と
）
、
体
が
だ
る
い
な
ど
。

●
重
症
（
Ⅲ
度
）
…
ふ
ら
ふ
ら
す
る
、
立
て

な
い
、
意
識
障
害
な
ど
。

２
　
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は

　

基
本
的
に
は
、
症
状
は
徐
々
に
進
み
ま
す

が
、
突
然
に
意
識
障
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
、
発
症
し
た
と
き
に
は
す
で
に
重
症
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

目
ま
い
や
頭
痛
な
ど
、
中
等
症
ま
で
の
症
状

は
熱
中
症
特
有
の
症
状
で
は
な
く
他
の
病
気

で
も
起
こ
る
の
で
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に

症
状
が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

農
家
の
人
に
多
い
の
は
、
炎
天
下
で
の
農

作
業
を
長
く
続
け
た
と
き
で
す
が
、
中
高
年

の
方
は
、
屋
内
で
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る

と
き
に
も
発
症
し
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

外
で
の
農
作
業
は
、
暑
い
時
間
帯
を
避
け
、

早
朝
や
夕
方
の
気
温
の
低
い
時
間
帯
に
行
う

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
「
つ
ば
」
の
広
い
帽

子
で
直
射
日
光
を
遮
り
、
通
気
性
や
吸
水
性

の
良
い
衣
服
を
着
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

農
作
業
中
は
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
、
水
分
、
塩
分
を
小
ま
め
に
補
給
し
ま
す
。

軽　症（Ⅰ度）

目まい、立ちくらみ、筋肉のこわ
ばり、こむら返りなど。

中等症（Ⅱ度）

頭痛、吐き気、嘔吐（おうと）、
体がだるいなど。

重　症（Ⅲ度）

ふらふらする、立てない、意識障
害など。

今
か
ら
し
っ
か
り
準
備

熱
中
症
対
策

松
島 

松
翠
（
佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
）

暑
く
な
る
と
「
熱
中
症
」
を
起
こ
す
人
が
増
加
し
ま
す
。

農
家
の
方
は
炎
天
下
で
農
作
業
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

熱
中
症
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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喉
が
渇
い
た
と
感
じ
た
と
き
に
は
、
す
で
に

脱
水
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
ら

で
す
。
水
分
と
塩
分
の
補
給
に
は
、
お
茶
と

梅
干
し
を
一
緒
に
取
る
と
か
、
ジ
ュ
ー
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
が
適
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
や
カ
フ
ェ
イ
ン

を
多
く
含
む
飲
み
物
は
、
利
尿
作
用
が
あ
る

た
め
、
水
分
補
給
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
熱
中
症
」
は
必
ず
し
も
外
で
起
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢
者
は
屋
内
で

「
熱
中
症
」
を
起
こ
す
こ
と
が
多
く
、
ま
た

睡
眠
中
に
「
熱
中
症
」
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
寝
る
前
に
も
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
を

飲
む
な
ど
、
水
分
補
給
を
行
い
ま
す
。

３
　
も
し
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら

　

も
し
屋
外
で
の
農
作
業
中
に
、
前
に
書
い

た
症
状
が
出
て
「
熱
中
症
」
の
発
症
が
疑
わ

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
作
業
を
中
止
し
、
涼
し
い

場
所
に
移
動
し
、
体
を
冷
や
し
、
水
分
・
塩

分
を
補
給
し
ま
す
。

　

体
を
冷
や
す
に
は
、
氷
を
ポ
リ
袋
に
入
れ

て
タ
オ
ル
で
く
る
ん
だ
も
の
や
、
保
冷
剤
な

ど
を
使
用
し
ま
す
。
衣
服
を
脱
が
せ
、
ベ
ル

ト
を
緩
め
、
首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

け
根
、
膝
の
裏
な
ど
、
太
い
血
管
が
皮
膚
の

表
面
を
通
っ
て
い
る
部
分
に
当
て
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
行
っ
て
も
、
症
状
が
改
善

し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
人
が
、
暑
い
環
境
で

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
も
、

「
熱
中
症
」
の
こ
と
を
頭
に
置
い
て
お
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
最
初
か
ら
中
等
症
以
上
の
症
状
が
出

た
り
、
意
識
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
意
識
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
吐
き
気
が
あ
る

場
合
は
、
気
管
に
入
る
と
危
険
な
の
で
、
無

理
に
水
分
補
給
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

４
　
お
年
寄
り
に
は
特
に
注
意

　

全
国
19
都
市
の
調
査
で
は
、
「
熱
中
症
」

を
起
こ
す
場
所
は
、
年
代
別
に
見
る
と
、
64

歳
以
下
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
「
熱
中

症
」
を
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
は
、
半
数
以
上
が
自
宅
で
起
こ
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
必
ず
し
も
暑
い
戸

外
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

　

お
年
寄
り
は
、
次
の
よ
う
な
要
因
で
「
熱

中
症
」
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
す
。

　

一
つ
は
、
体
温
調
節
機
能
の
低
下
が
あ
る

か
ら
で
す
。
末
梢
（
ま
っ
し
ょ
う
）
の
血
流

量
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
汗
を
か
き
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
熱
が
発
散
で
き
に

く
い
の
で
す
。

　

二
つ
は
、
体
内
の
水
分
量
の
減
少
で
す
。

筋
肉
や
血
流
量
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
体

全
体
が
慢
性
的
な
水
分
不
足
の
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

三
つ
は
、
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く

い
の
で
す
。
閉
め
切
っ
た
部
屋
で
暑
く
な
っ

て
も
、
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
な
い
で
過
ご
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
も
喉
の
渇
き
を
あ
ま

り
感
じ
な
く
な
る
の
で
、
室
内
の
温
度
が
上

が
っ
て
も
、
水
分
を
十
分
に
取
ら
な
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
年
寄
り
は
戸
外
だ
け
で

な
く
、
屋
内
で
「
熱
中
症
」
を
起
こ
す
こ
と

が
多
い
の
で
、
室
内
が
高
温
多
湿
に
な
ら
な

い
よ
う
、
温
度
や
湿
度
、
通
気
な
ど
に
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

喉の渇きを感じたら

アルコールなど お茶と梅干し・

スポーツドリンクなど



営

農

情

報

センチュウの防除について
○耕種的防除（薬剤に頼らない防除）

　・ ビニールハウスでは、夏期ハウス密閉による太陽熱消毒、または土壌還元消毒を行う。

　・下記の対抗植物を栽培する。

　　◎：線虫抑制効果がある、　○：やや線虫抑制効果がある、　×：線虫が増殖する、

　　空欄：知見がないか効果が不安定

注）対抗植物は、同じ種類であっても品種や系統により効果が異なるため、効果が確認されたものを使用する。

　　対抗植物の効果は線虫の種類によって異なるため、線虫害の原因となっている線虫を特定する。

薬剤防除

１．定植前の土壌消毒　（D-D剤等）　（ガスなどでセンチュウを防除）

２．定植前の粒剤処理　（ネマトリンエース粒剤など）　（センチュウの増加を抑制）

☆センチュウ密度の高い圃場

３．生育中の液剤処理　（ガードホープ液剤）　（粒剤の効果がなくなった後のセンチュウ増加抑制）

　　定植５０日後頃にガードホープ液剤を処理　（使用方法はラベルの使用基準に従ってください）

※ガードホープ液剤はアオバ液剤から名称変更した薬剤　です。（ネマトリンと同じ成分です）

トマトの生理障害

　抑制トマトで出やすい生理障害と、その対策を確認しておきましょう

症　　　　状 発　生　条　件 対　　　　策

高 温 障 害

・落花・落蕾が多い
・小葉が内側に巻き、葉全体が
外側にそりかえる。

・葉色が淡く柳葉状になる。
・乱形果や空洞果の発生が多い。

・気温が３０℃以上
・高温時の育苗

・遮光などにより直射日光を避
け、ハウス内気温の低下に努
める

・高温時のホルモン処理は行わ
ない

葉 巻 き
・樹勢が強いのに下位葉が上向
きに巻き上がる。

・窒素過多、特にアンモニアが
多い場合

・窒素の過剰施用は避ける
・土壌水分の急変を避ける

茎の異常肥大
（異常茎）

・葉が極端に繁茂し、茎が異常
に太くなる。

・生長点がブツシュ状になり、
茎は中央部分が縦にくびれる。

・多肥であるうえにかん水量が
多く、気温、湿度が高く、日
照が不足する場合に発生が多
い

・定植後、第１果房肥大期まで
はかん水量をひかえる

乱 形 果 ・果実が変形する

・高温時に高濃度のホルモン処
理をすると出やすくなる

・肥料や水分が多すぎた場合な
ど、樹勢が旺盛なときに出や
すい

・ホルモン剤を薄くし、高温時
の処理は避ける

・樹勢に注意し、窒素やかん水
をひかえる

空 洞 果

・果実が角張り、果面に深いく
ぼみができる

・樹勢が良いのに果実の肥大が
すすまない

・高温、強日照、養・水分過多、
高夜温による炭水化物の消耗、
ホルモン剤の処理時期や高濃
度

・強日照や高温条件、養・水分
過多にならないように管理す
る

窓 あ き 果
・果実に穴があき、外からゼ
リーが見える

・育苗期の低夜温、過剰施肥、
過温など

・栽培条件を良くする

裂 果
・収穫間際の果実表面にひび割
れができる

・乾湿の激しい変化、特に乾燥
後の過湿

・乾湿の変化を無くす。特に乾
燥後の多かん水は避ける

植　　　物 商　品　名 サツマイモネコブ キタネコブ キタネグサレ

マリーゴールド アフリカントール、セントール ○ ◎

クロタラリア・ユンシア コブトリソウ、ネマコロリ ◎ ×

クロタラリア・スペクタビリス ネマキング、ネマクリーン ◎ ○ ○

ハブソウ ハブエース ○ ○

ギニアグラス ナツカゼ、ソイルクリーン ◎ ◎ ○

エンバク ヘイオーツ、ニューオーツ ◎

ソルゴー つちたろう、ラッキーソルゴー ◎ ○
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富
里
市
と
Ｊ
Ａ
は
５
月
29
日
㈰
、
千
葉

市
の
Ｑ
Ｖ
Ｃ
マ
リ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ

れ
た
プ
ロ
野
球
交
流
戦
で
「
富
里
ス
イ

カ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
対

東
京
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
交
流
戦
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
が
悪
化
し
た
た

め
途
中
で
試
合
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
、
試
合
前
に
は
両
監
督
（
マ

リ
ー
ン
ズ
・
西
村
監
督
、
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
・
原
監
督
）
や
球
団
関
係
者
に
「
富
里

ス
イ
カ
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

雨
が
降
る
中
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
ス

イ
カ
を
ど
れ
だ
け
美
味
し
そ
う
に
食
べ

る
か
？
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

ロ
ッ
テ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達

と
一
緒
に
「
と
み
ち
ゃ
ん
」
、
「
と
み
お

く
ん
」
も
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
正
面
入
り
口
前
に
設
け
ら

れ
た
テ
ン
ト
で
は
ス
イ
カ
の
カ
ッ
ト
販
売

が
行
わ
れ
、
カ
ッ
ト
販
売
購
入
者
を
対
象

に
、
く
じ
引
き
が
行
わ
れ
、
４
人
に
１
人

の
割
合
で
ス
イ
カ
一
玉
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

富里スイカをひとくち

原監督とＪＡ職員 西村監督とＪＡ職員

　

富
里
市
農
業
士
会
と
富
里
市
農
業
後

継
者
対
策
協
議
会
は
５
月
16
日
㈪
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
２
０
１
１
年
度
の
新
規

就
農
者
の
激
励
会
を
開
き
、
新
し
い
担

い
手
た
ち
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
川
堅
治
富
里
市
長
や
伊

藤
勲
県
議
会
議
員
、
印
旛
農
業
事
務
所

の
増
田
千
代
子
改
良
普
及
課
長
、
Ｊ
Ａ

富
里
市
の
根
本
実
組
合
長
、
島
田
潔
富

里
市
農
業
委
員
会
会
長
を
は
じ
め
、
富

里
市
の
農
業
に
携
わ
る
団
体
・
関
係
者

ら
、
44
人
が
出
席
。
新
規
就
農
者
た
ち

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
男
性
10
人
、
（
平
均
年
齢

32
・
９
歳
）
が
新
た
に
就
農
。
当
日
は

６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
新
規
就
農
者

ら
に
は
記
念
品
と
記
念
樹
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
富
里
市
西
瓜
部
会
は
５
月
13
日

㈮
に
指
定
市
場
11
社
を
招
き
査
定
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
「
糖

度
・
食
味
重
視
、
Ｂ
品
ま
で
中
隙
の
な

い
美
味
し
い
西
瓜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
出
荷
基
準
や
出
荷
報
告
の
徹
底

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

篠
原
茂
夫
西
瓜
部
長
は
、
出
荷
時
に

運
営
委
員
や
検
査
長
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ

る
圃
場
巡
回
、
糖
度
検
査
、
栽
培
管
理

記
録
簿
の
記
帳
チ
ェ
ッ
ク
、
試
割
り
検

査
を
行
い
、
品
質
管
理
の
徹
底
に
努
め

て
い
く
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
植
え
付
け
か
ら
受
粉
ま
で
概

ね
例
年
通
り
で
部
会
で
は
、
「
と
み

ち
ゃ
ん
ス
イ
カ
」
の
販
売
目
標
を
50
万

ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
・
２
玉
入
り
）
販

売
高
12
億
５
千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。試割を行い中身を確認

農業士会、秋元会長によ

る記念樹の贈呈

品
質
管
理
を
徹
底

（
富
里
ス
イ
カ
査
定
会
）

新
規
就
農
者
を
激
励

野
球
観
戦
客
に

�

富
里
ス
イ
カ
を
Ｐ
Ｒ



平成23年6月15日 第  381  号東 美 の 里

URL:www.ja-tomisato.or.jp  � ●

こ
ん
に
ち
は
女
性
部
で
す
！

こ
ん
に
ち
は
女
性
部
で
す
！



　

皆
様
か
ら
の
情
報
掲
示
板
に
掲
載
す

る
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
は
、
不
用
品
（
利
用
可
能

な
物
）、
農
業
資
材
や
農
業
機
械
な
ど

で
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
に
限
り
ま
す
。

　

受
け
付
は
、
総
務
課
広
報
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
事
者
間
で
の
や
り
取
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
等
の
対
応

は
一
切
お
受
け
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

願
い
ま
す
。

人
の
動
き

「
定
年
退
職
」�

平
成
23
年
４
月
30
日
付

�

金
融
営
業
課　
　

伊
東　

け
い
子

　

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
、
長
い

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
の
今
後
の
活
動
予
定
で
す
。

 

食
と
農
の
活
動

　
　

～
料
理
教
室
（
万
能
ダ
レ
）
～

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
焼
肉
の
タ
レ
、
食

べ
る
ラ
ー
油
な
ど
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

平
成
23
年
７
月
29
日
㈮

場　

所　

富
里
市
保
健
セ
ン
タ
ー

詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、
ご
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
７
月
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
、
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
状
況

　

い
つ
も
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
月
末
に
佐
倉
市
の
回
収
業
者
へ
届
け

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
回
収
数
は
約
７
２
，０
０
０
個

で
、
ワ
ク
チ
ン
に
す
る
と
、
約
９
人
分
に

な
り
ま
し
た
。

　

回
収
を
始
め
た
昨
年
か
ら
の
累
計
は
約

２
５
６
，
０
０
０
個
で
、
約
32
人
分
と
な

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
に
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
富
里
市
西
瓜
部
会
は
５
月
16
日

㈪
、
千
葉
県
庁
を
訪
れ
、
森
田
健
作
知

事
に
「
富
里
ス
イ
カ
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　

西
瓜
部
長
の
篠
原
茂
夫
さ
ん
と
副
部

長
の
杉
本
好
一
さ
ん
、
塩
野
谷
雅
司
さ

ん
、
Ｊ
Ａ
の
根
本
実
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
理

事
で
も
あ
る
伊
藤
勲
県
議
会
議
員
が
産

地
を
代
表
し
て
知
事
を
訪
問
し
、
富
里

ス
イ
カ
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

篠
原
部
長
は
「
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
手
渡
す
と
、
森

田
知
事
は
「
今
年
も
ス
イ
カ
の
季
節
が

来
た
。
み
ん
な
で
賞
味
さ
せ
て
も
ら
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

富
里
市
と
Ｊ
Ａ
は
５
月
16
日
㈪
、
船

橋
市
若
松
の
船
橋
競
馬
場
で
、
県
両
総

馬
匹
農
業
協
同
組
合
が
開
い
た
馬
の
せ

り
市
「
千
葉
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
セ
ー
ル

２
０
１
１
」
に
て
、
特
産
「
富
里
ス
イ

カ
」
を
来
場
者
に
振
舞
い
ま
し
た
。

　

富
里
市
は
競
走
馬
の
故
郷
と
し
て
も

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
来
場
者
は
出
荷
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
特
産
の
ス
イ
カ
で
喉
を
潤
し

て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
ス
イ
カ
の
販
売
や
宅
配
の

受
付
も
行
い
、
初
物
の
ス
イ
カ
を
購
入

し
て
持
ち
帰
る
人
の
姿
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

知事室に富里スイカをお届け

競走馬のふるさとからスイカが届

きました

情
報
掲
示
板

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
セ
ー
ル
で

�

富
里
ス
イ
カ
を
Ｐ
Ｒ

知
事
に
富
里
ス
イ
カ
を
Ｐ
Ｒ



富里市十倉（実の口地区）

　　大澤　梨
り り か

里佳さん（１４歳）

　　　　　航
こう

平
へい

くん　 （１３歳）

　　　　　拓
たく

水
み

くん　 （１１歳）

　今回は実の口地区の大澤さんのお宅にお伺いしました。

　梨里佳さんは中学３年生。バレーボール部に所属し、朝夕の

練習は欠かせません。

　航平くんと拓水くんは幼稚園の頃からサッカーを始め、キャ

リアは８年～９年になります。

　３人とも部活動などで忙しく、なかなか皆が集まることは少

ないようですが、合間をみてはお父さん、お母さんの仕事の手

伝いもするそうで、ご両親は、「今はやりたい事をやらせてあ

げたい」と話していました。

【父：弘さん】　【母：詠子さん】

今月の表紙

かがやけ未来の後継者
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1
歳
2
カ
月
の
長
男
で
す
。
近

ご
ろ
つ
か
ま
り
立
ち
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
喜
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

言
葉
が
出
ま
せ
ん
。
ブ
ー
ブ
ー
と
言
う
だ
け

で
す
。
育
児
書
な
ど
に
は
2
～
3
語
は
喋
る

よ
う
に
な
る
時
期
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

つ
か
ま
り
立
ち
を
し
て
、
得
意

そ
う
に
口
を
と
が
ら
せ
て
、
ブ
ー

ブ
ー
と
言
っ
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。
生
ま
れ
た
と
き
は
何
も
で
き
な
か
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
が
、
今
は
表
情
豊
か
に
立
ち
上

が
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
発

達
で
す
。
間
も
な
く
手
を
離
し
て
立
っ
ち
、

や
が
て
一
人
歩
き
で
し
ょ
う
。
面
白
く
な
り

ま
す
ね
。

　

パ
パ
・
マ
マ
も
赤
ち
ゃ
ん
に
何
か
と
話
し

掛
け
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
も

機
嫌
の
良
い
と
き
は
声
を
出
し
て
、
時
に
口

唇
を
閉
じ
た
り
開
い
た
り
し
て
、
訳
の
分
か

ら
な
い
声
を
出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
よ
く
注
意
し
て
い
る
と
、
機
嫌
の

良
い
と
き
や
何
か
不
満
そ
う
な
と
き
な
ど
、

違
っ
た
声
で
す
。
は
っ
き
り
し
た
言
葉
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
気
持

ち
を
声
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
口
の
動
か
し

方
が
発
達
し
、
同
時
に
大
人
の
ま
ね
を
し
な

が
ら
、
次
第
に
言
葉
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

一
番
簡
単
な
の
が
、
口
を
開
い
た
り
閉
じ
た

り
し
て
出
る
マ
ン
マ
で
す
。
食
べ
物
と
の
関

係
で
声
を
出
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間

に
か
こ
れ
が
言
葉
に
な
っ
て
、
何
か
欲
し
い

と
き
に
使
い
ま
す
。 

　

言
葉
は
教
え
る
と
い
う
よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん

に
優
し
く
話
し
掛
け
る
、
何
か
言
っ
た
と
き

に
答
え
て
あ
げ
て
い
る
う
ち
に
、
言
葉
の
数

が
増
え
て
い
き
ま
す
。 

　

言
葉
の
発
達
に
は
か
な
り
の
個
人
差
が
あ

る
の
で
、
気
に
し
な
い
で
赤
ち
ゃ
ん
と
の
会

話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
Ｑ
＆
Ａ

朝
食
を
抜
き
が
ち
な
子
ど
も
が
心
配

�

社
団
法
人
母
子
保
健
推
進
会
議
会
長

　
巷

野

悟

郎
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山
羊
座
12
／
22
～

�

１
／
19

水
瓶
座
１
／
20
～

�

２
／
18

魚
　
座
２
／
19
～

�

３
／
20

【 全 体 運 】浮き沈みが激しく、

ちょっとしたことで落ち込みや

すくなるかも。小さなことにク

ヨクヨせず、どっしり構えて

【健康運】ストレスをためないの

が体調好転の鍵

【幸運を呼ぶ食べ物】アワビ

【全体運】心理的に不安定になり

やすいため、気持ちの余裕を大

切に。日記を付けるなど、自分

を見詰める時間を持つと○

【健康運】特別な不調はなく、平

穏に過ごせる兆し

【幸運を呼ぶ食べ物】麦茶

【全体運】レジャー運が華やいで

いるので、親しい友人たちと旅

行に出掛けてみて。ホームパー

ティーを開くのも大賛成！

【健康運】小さなけがに気を付け

て。慎重な行動を

【幸運を呼ぶ食べ物】スイカ

天
秤
座
９
／
23
～

�

10
／
23

蠍
　
座
10
／
24
～

�

11
／
22

射
手
座
11
／
23
～

�

12
／
21

【全体運】意固地になりやすい傾

向あり、一つのやり方にこだわ

らず、いろいろな方法を試して

みて。陶芸や手芸につき

【健康運】スポーツを楽しめばス

トレス解消効果大

【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

【全体運】何事にも意欲的に取り組

め、自分に自信が生まれるはず。直

感やひらめきを得たなら、ぜひ実

行に移してみて

【健康運】クーラーによる冷えす

ぎに注意が必要

【幸運を呼ぶ食べ物】トマト

【全体運】後ろ向きに考えがち。

ポジティブな発想を心掛けて。

縁の美しい自然公園などに出掛

け、深呼吸するとラッキー

【健康運】ゆったり構えることで、

体調に好変化が

【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

蟹
　
座
６
／
22
～

�

７
／
22

獅
子
座
７
／
23
～

�

８
／
22

乙
女
座
８
／
23
～

�

９
／
22

【全体運】行動力が高まり、いろ

いろなことにチャレンジしてみ

たくなる時期。自分を信じて、

前向きに取り組むのが正解

【健康運】不規則な生活は改善し

て、十分な睡眠を

【幸運を呼ぶ食べ物】ワサビ

【全体運】地道に努力することで、

少しずつでも前進できます。縁

の下の力持ち的な作業にも心を

込めて。温泉に幸運あり

【健康運】まずまず順調。のんび

り散歩を楽しんで

【幸運を呼ぶ食べ物】ゆで卵

【全体運】さまざまな方向への向

学心が増している期間。資格取得

や専門分野の勉強などを始める

と、気力を高める結果に

【健康運】食事の栄養バランスに

気を配るとグッド

【幸運を呼ぶ食べ物】アナゴ

牡
羊
座
３
／
21
～

�

４
／
20

牡
牛
座
４
／
21
～

�

５
／
21

双
子
座
５
／
22
～

�

６
／
21

【全体運】ちょっとしたことでピ

リピリしやすいとき。冷静な対

応を意識してみて。手料理に凝っ

てみると、気晴らしになるはず

【健康運】適度に体を動かせば、

体調に好変化が

【幸運を呼ぶ食べ物】冷ややっこ

【全体運】人脈のネットワークを

広げられる予感。新しい習い事

や趣味を始めてみては。話題の

本を読むのも良い刺激に

【健康運】体重増を招かないよう、

小まめに運動を

【幸運を呼ぶ食べ物】水ようかん

【全体運】ゆったり気分で過ごせ

る月です。自分がやりたいこと

を楽しむ時間を持てば、より充

実した日々になるでしょう

【健康運】疲れを感じたら、ゆっ

くり休息を取って

【幸運を呼ぶ食べ物】チャーハン

★☆★☆★☆★７月のあなたの運勢 ★☆★☆★☆★

営 農 部（販売・指導） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

購 買 生 活 課（購買店舗） ＴＥＬ ０４７６- ９３- １９１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ４８３２

購 買 生 活 課（生活事業） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

金 融 部（金融・共済） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

機 械 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９３- ８６８３ ＦＡＸ ０４７６- ９３- ８４８１

産 直 セ ン タ ー １ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９１- ０５２０ ＦＡＸ ０４７６- ９１- ０５２１

産 直 セ ン タ ー ２ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９０- ３３３１ ＦＡＸ ０４７６- ９０- ３３３２

総 務 部 ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９
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フ キ

ほろ苦さと歯応えが

魅力の春の彩り

　フキは、平安時代には栽培され

ていたといわれる長い歴史のある

山菜で、数少ない日本原産の野菜

でもあります。ひと口食べれば、

独特の香りとほろ苦さがふんわり

と広がって、春の恵みが感じられ

ます。煮物にすることが多いです

が、シンプルに酢みそであえたり、

サラダや、炊き込みご飯、すしな

どにしてご飯に混ぜると、爽やか

な色としゃきっとした歯応えが楽

しめます。フキの魅力は何といっ

ても、その独特の香りとほろ苦さ。

あくが強いので、下ゆでしてから

使います。

＜下ゆでの方法＞（1）葉を落とし、

鍋に入る長さに切って、まな板の

上で塩（フキ200gに対して塩小

さじ 1）を振り、手で転がします

（板ずり）。

（2）鍋にたっぷりの湯を沸かし、

塩が付いたまま2～ 3分ゆでます。

（3）水に取り、皮をむきます。

皮の端を 1周むき、まとめて引く

と一気にむけます。

　フキを、板ずりしてからゆでる

と、皮がむきやすくなり、仕上が

りの色もきれいになります。美し

い色を生かした料理にするには、

調味後の加熱時間は短くします。

いったん取り出し、煮汁を冷まし

てから戻し入れて味を含ませます。

色を気にしない場合は、じっくり

煮て味を染み込ませます。

　選ぶときは、明るい黄緑色で、

茎がしっかりしていて、しなりに

くいものを。切り口が新鮮で、傷

みの少ない、みずみずしいものを

選びましょう。

　生で保存する場合は、葉を落と

して適当な長さに切り、ラップに

包んで野菜室へ。なるべく早く使

いましょう。ゆでたものは水に漬

けて冷蔵します。毎日水を替えて

1～ 2日で食べ切りましょう。

　ちなみに、フキの花のつぼみが

「フキのとう」。フキに比べて栄養

も豊富なので、一緒に食べて、春

を満喫してみては。

●作り方（１人分274kcal）

米は洗い、たっぷりの水に30分以上漬けます。

フキは1cm長さに切ります。油揚げは熱湯を掛けて油抜

きし、縦半分に切ってから5mm幅に切ります。

鍋に、フキ、油揚げ、Aを入れて、2～3分煮ます。具と

汁に分け、煮汁はだしを足して360mlにします。

米の水気をよく切って、の汁を加え、ご飯を普通に炊

きます。

炊き上がったら、の具を混ぜます。

� 撮影：大井一範

●材料（４人分）

米������� 米用カップ 2

だし（フキの煮汁と合わせて）

　����������360ml

フキ（下ゆでしたもの）� 150g

油揚げ��������� 1枚

A　だし�������� 100ml

　酒�������� 大さじ2

　しょうゆ����� 大さじ 1

　みりん���� 大さじ 1/2

　塩������ 小さじ 1/3

RECI
PE フキの炊き込みご飯� 調理時間 7分
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ご飯を美味しく　食事を楽しく

作り方

　ナスは 2cm角に切り、塩少々をして、水気

が出たら拭き、揚げ油（材料外）を 160度

に熱し、薄く色づくまで揚げる。

　タマネギは薄切り。トマトはひと口大に切

る。セロリは 2cm角に切る。鶏肉は 2cm

大のそぎ切りにする（塩、こしょう少々を

振る）。

　鍋に、オリーブ油を熱し、タマネギを炒め、

鶏肉を炒める。肉の色が変わったら、セロ

リ、トマトを加え、時々混ぜながら、10分

ほど煮る。

　に、ナス、Aを入れ、砂糖、こしょう、塩で

調味して、火を止める。ワインビネガーを

加えて混ぜる。ご飯に掛けていただく。

作り方

　タマネギは薄切りにする。セロリは斜め

薄切りにする。ベーコンは5mm幅に切

る。

　鍋に油を熱し、タマネギを、しんなりす

るまで炒める。セロリ、ベーコンを加

え、炒める。

　サヤエンドウは熱湯で色よくゆでる。斜

めに切る。

　に、A、豆を加え、中火で煮る。約10

分煮て、塩、こしょうで味を調え、器に

盛り、サヤエンドウをのせる。

材料（４人分）

温かいご飯���������800g

ナス��������� 3本（300g）

タマネギ������ 小 1個（150g）

セロリ������������ 1本

鶏むね肉������� 1枚（200g）

トマト�������� 2個（300g）

オリーブ油������� 大さじ2

A

　オリーブ（ピクルス）���� 12個

　松の実�������� 大さじ2

　ケーパー������� 小さじ2

砂糖�����������小さじ 1

こしょう���������� 少々

塩������������� 適量

ワインビネガー����� 大さじ2

材料（４人分）

インゲン・きんとき・ヒヨコ豆など（水

煮缶詰）����������  200g

タマネギ����� 1/2個（100g）

セロリ������� 20cm（50g）

ベーコン������� 2枚（30g）

サヤエンドウ����� 10枚（20g）

サラダ油�������� 大さじ 1

A

　　水��������� カップ4

　　スープのもと���� 小さじ2

　　ローリエ���������1枚

塩・こしょう������� 各少々

ご飯

もう

一品

カポナータご飯� １人分約 628kcal

豆のスープ� １人分約 105kcal

イタリアの家庭料理カポナータをご飯に掛けた

らおいしい。ナスをいったん揚げているのがおい

しさのヒミツ。たくさん作って、2～ 3日冷蔵庫

で保存もできます。

豆をスープにすると、豆そのもののおいしさが
味わえます。豆はミックスでも1種でもよいで
す。健康のためにも薄味でたっぷりいただきま
しょう。

４月末の事業実績

� ４月30日 現在

貯金残高� 19,576,848千円

貸出金残高� 6,141,777千円

長期共済保有高�100,517,840千円

販売品販売高� 2,215,918千円

直売所売上高� 142,346千円

購買品供給高�  601,720千円

出 資 金� 540,367千円

組合員数� 2,892人

（正組合員：1,798人／

� 准組合員：1,094人）


